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3 ジェレミ・ベンサム（Jeremy Bentham 1748~1832）イギリスの哲学者。功利主義の立案者。 
4 ミシェル・フーコー『監獄の誕生＿監視と処罰』新潮社、1977 

































































                                            










































































                                            
8 ロダンの作品で＜サッフォの死＞と言われる作品は、手元の資料では見つからない。図 4 の＜サッフォ＞があるが、作
品には３人の人体がある。他の作品のことを言っている可能性が高い。 
  























































                                            
10 三島由紀夫『鏡子の家』新潮社、1964 より 



















































                                            















                                            




















 右の「図 10 意識側から見た肉体」「図 11 肉体側から見た意識」は、私が考える「意識」
と「肉体」の関係をイメージ化したものである。図 10 が脳化社会、つまり「意識」側か
ら見た関係図であり、図 11 が「肉体」側から見た関係図である。 

























































図 10 意識側から見た肉体 
























図 12 五蘊・色受想行識の関係図 
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 私が 2013 年に制作した作品＜透明な覆い-Noli me tangere-＞(図 16)は、“私に触れる
なかれ”という聖書のワンシーンからヒントを得た作品である。キリストが復活して神
となったときに、足下にすがりついてきたマグダラのマリアに、“Noli me tangere”つ
                                            
13 安部公房『小説を生む発想』新潮カセット講演、1993 より 









































































































































































                                            
15香川檀『ダダの性と身体—エルンスト・グロス・ヘーヒ』ブリュッケ、1998 


















































































































































                                            
20 ジル・ドゥールーズ『スピノザ 実践の哲学』平凡社ライブラリー、1994 









































                                            
21 モーリス・メルロ＝ポンティ『眼と精神』みすず書房、1966 











































図 27 パウル・クレー＜おばさんと子供＞ 
72.5×52.5cm、1937、ギャラリー・バイエラー 
 

























                                            
23 李禹煥『余白の芸術』みすず書房、2000 




























































































 まずは、余白について引き続き考察をしていきたい。図 34 は、川端龍子の六曲一双＜
草炎＞の右隻の部分図である。身近な草花を、深い黒の背景に金泥で見事に浮かび上が
らせている。 
 先に挙げた、尾形光琳の＜燕子花図＞（図 31）は、下地に金箔を貼ることで図像と 
 






























図  35 田中一村＜秋色＞ 153.8×
62.5cm、1945 頃、田中一村記念館 



































































図 40 エゴン・シーレ＜Black –Haired Nude Girl, Standing＞54.3
×30.7cm、1910、ウィーン・アルベルティーナ美術館 
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 ＜隙間の n m
ナノメーター



































































図 47 フェルディナンド・ホドラー＜感情Ⅲ＞117.5×170.5cm、1905、ベルン州美術コレクション 
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